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　　人口の動き

．l　l月1日現在

男5．240（＋9）

女5．312（＋11）

計10．552（＋20）

世帯数2371（＋2）

（）内は前月との比較

　　　火災予防に、

　　　　　　家庭でのそなえは万全でしょうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》
　　　毎年発生する火災の80％以上が、火気の取扱いゐ不注意や不始末から

　　といわれています。これは火災をおこさないための最もたいせつなことは

　　火気を取り扱う人ひとりひとりの注意心、心がまえにあることを示してい

　　ます・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

　　　11月ともなれば、各家庭でも暖房器具を使用しはじめ、これからは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》　　火気使用全開の季節です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　この時期に、火気の取り扱いに対する認識を喚起し、無火災のちかいを

　　新たにしたいものです。

　　　消火器などのそなえはむろんのこと、火に対する水の消火力は大きなも

き　　のですから「水バケツ」を用意するとか、日常に細心の注意をお願いしま　　す。

ノー《《穴〃》》》》》》》》榔舩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミー》ミM’》》』》》》

wミ》　ミ燃》ミ輪》ミ輪》》ミ》》》》》M》》》》M》ミーミ汎6

十
月
二
十
三
日
、
上
野
の
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
表
彰
式
の
記
念
写
真
で
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
ぺ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

赤
ち
ゃ
ん
表
彰
式
か
ら
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国
民
年
金
が
こ
ん
な
に
良
く
な
り
ま
し
た

　
国
民
年
金
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
発
足
か
ら
十
三
年
、
そ
の
内
容
も
大

き
く
ヘ
ン
シ
ン
し
、
年
金
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
改
正
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
細
を
知
り
た
い
か
た
、
申
し
出
を
必
要
と
す
る
か
た

と
も
に
、
も
よ
り
の
国
民
年
金
委
員
か
役
場
で
お
尋
ね
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
拠
出
制
の
年
金
額

　
　
　
大
幅
引
き
上
げ

　
ま
ず
、
老
齢
年
金
の
額
が
二
・
五
倍

に
増
額
さ
れ
、
保
険
料
を
二
十
五
年
納

付
し
た
場
合
の
年
九
万
六
千
円
が
二
十

四
万
円
に
、
付
加
保
険
料
を
二
十
五
年

納
付
し
た
場
合
の
年
五
万
四
千
円
が
六

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
障
害
年
金
は
、
最
低
保
障
額
の
一
級

年
十
三
万
二
千
円
、
二
級
の
年
十
万
五

千
円
が
と
も
に
二
十
四
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
母
子
・
準
母
子
・
遺
児
の
各
年
金
も

最
低
保
障
の
年
十
万
八
百
円
が
二
十
四

万
円
に
な
り
、
子
が
二
人
以
上
の
場
合

二
人
目
か
ら
一
人
年
四
千
八
百
円
加
算

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
う
ち
の
一

人
に
つ
い
て
九
千
六
百
円
の
加
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
は
九
百
円
に

　
い
っ
ぼ
う
、
保
険
料
も
改
定
さ
れ
、

明
年
一
月
分
か
ら
、
現
行
の
月
五
百
五

十
円
が
九
百
円
に
、
付
加
保
険
料
も
月

三
百
五
十
円
か
ら
四
百
円
に
、
五
年
年

金
は
月
七
百
五
十
円
か
ら
九
百
円
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
五
十
年
一
月
か
ら
、
さ

ら
に
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

　
五
年
年
金
の

　
　
　
受
付
け
再
開

　
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
同
四

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
か
た
で
、
制
度
発
足
当
時
十
年
年
金

に
加
入
せ
ず
、
そ
の
後
五
年
年
金
に
も

加
入
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
先
拠
出

制
の
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
人
を

対
象
に
、
加
入
受
け
付
け
を
再
開
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
職
場
の
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
、
そ
れ
ら
の

制
度
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
人

や
現
に
恩
給
・
年
金
を
受
け
て
い
る
人

は
除
き
ま
す
．
）

　
加
入
の
申
し
出
は
、
明
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
、
保
険
料
は
、
四
十
五
年

六
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
月
九
百
円

を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
五
年
間
分
保
険
料
を
納
め
る
と
、
年

金
額
は
年
九
万
六
千
円
で
、
六
十
五
歳

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
未
納
保
険
料
は

　
　
　
今
の
う
ち
に

　
保
険
料
は
、
未
納
の
ま
ま
二
年
を
経

過
す
る
と
納
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
年
金
額
の
計
算
は
納
入
し

た
月
数
に
よ
り
ま
す
か
ら
、
将
来
、
年

金
を
受
け
る
と
き
額
が
少
な
く
な
り
、

未
満
期
間
が
長
い
と
受
給
権
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
生
じ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
そ
の
時
効
に
な

っ
て
い
る
未
納
期
間
に
つ
い
て
、
月
九

百
円
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
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環境整備に積極参加を
　経済成長のひずみ、都市化する農村、辺地の過疎現象¢

60………、懸案の絶えないこのごろですが、地域の環境

整備に関して先月開かれた三つの集会をご紹介しましょう

これらの集会に参画された団体・機関を足場として、皆さ

んが、住みよい町づくりに積極参加されるよう。

社会環境の整備　等に関する懇談会　10月1日に、広

　　域圏青少年対策部会が中心となって、十日町市の勤労

　　青少年ホームで開き、青少年に有害な映画や図書、広

　　告物の追放と余暇利用施設の整備について意見を交換
　　しました。（写真：町から参加したかたがたです。）

第1回町保健　衛生大会　10月14日、町の公衆衛生推

　　進協議会が主催して千手小学校を会場に開きました。

　　参加したのは婦人会・農協婦人部・母子推進員・栄養

　　改善推進員・食品衛生協会ほかの皆さん。

　　　住み郷中魚沼部長の講演、環境衛生・予防衛生・栄

　　養改善に分けた展示コーナーの見学や活動発表、全体

　　討議と熱心にスケジュールを消化しました。

仙田地区生活環境　整備研究会　10月31日仙田出張所

　　で、普及所のきもいりで開催。開発振興協議会の役員

　　区長・農協婦人部・婦人会役員など約50人が参加、講

　　師をはさんで問題点の掘り下げを行ないました。
　　（写真：ご婦人も半数をしめて。）

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
期
間
は
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
か
ら
、
こ
の
際
、
未
納

期
間
の
あ
る
方
は
完
納
さ
れ
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
被
保
険
者
が
住
宅
を
新
築
、
増

　
改
築
、
購
入
す
る
資
金
の
貸
付
制

　
度
も
で
き
ま
し
た
。
最
高
五
十
万

　
年
六
・
二
，
％
、
十
年
以
内
償
還
で

　
住
宅
金
融
公
庫
扱
い
で
す
。
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福
祉
年
金
関
係
は

　
年
金
額
が
、
こ
の
十
月
か
ら
引
き
上

げ
ら
れ
、
老
齢
福
祉
年
金
は
年
三
万
八

千
六
百
円
が
六
万
円
に
、
障
害
福
祉
年

金
は
年
六
万
円
が
九
万
円
に
、
母
子
・

準
母
子
福
祉
年
金
は
年
五
万
一
千
六
百

円
が
七
万
八
千
円
に
、
子
が
二
人
以
上

あ
る
場
合
の
加
算
額
は
、
拠
出
制
同
様

一
人
に
つ
い
て
は
年
四
千
八
百
円
が
九

千
六
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
谷
間
年
齢
層
対
策

　
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
を
対
象
に
、
老
齢
福
祉
年
金

支
給
開
始
の
七
十
歳
ま
で
の
間
、
年
四

万
八
千
円
の
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
所
得
制
限
、
併

給
制
限
と
も
福
祉
年
金
同
様
で
す
が
、

該
当
者
は
、
印
鑑
、
住
民
票
代
金
、
公

的
年
金
証
書
を
持
っ
て
今
月
末
こ
ろ
ま

で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
支
給
開
始

は
、
来
年
一
月
分
か
ら
で
す
。

　
二
級
障
害
者
対
策

　
こ
ん
ど
の
改
正
で
、
二
級
障
害
者
に

も
障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
年
額
六
万
円
で
す
が

支
給
開
始
時
期
は
未
定
で
す
。

　
　
　
（
次
ぺ
ー
ジ
最
下
段
に
続
く
）
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建
物
共
済
加
入
の
お
勧
め

　
　
　
　
　
　
　
十
月
か
ら
最
高
一
干
万
に

　
建
物
共
済
の
一
棟
当
た
り
の
共
済
金

額
最
高
限
度
額
は
、
い
ま
ま
で
、
火
災

共
済
五
百
万
円
、
総
合
共
済
百
万
円
で

し
た
が
、
農
林
省
告
示
で
、
十
月
一
日

か
ら
火
災
共
済
一
千
万
円
、
総
合
共
済

二
百
万
円
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
と
同
時
に
、
火
災
共
済
で
は
、

共
済
金
支
払
方
式
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

の
比
例
堀
補
方
式
を
改
め
、
八
Q
％
付

保
割
合
条
件
付
実
損
填
補
方
式
を
採
用

し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
点
で
加
入

者
が
有
利
と
な
り
ま
し
た
。
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＝＝160万円鶏畿
（従来）

2001万円×

　
　
聖
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の

　
　
。
・
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は

　
　
2
五
百
万

　
　
　
8
，
円
の
時

　
　
　
α
冨
額
の

　
珊

　
　
　
×
一

　
　
　
　
”
建
物
に

　
　
　
型
四
募

　
姻
　
　
　
轡
円
加
入

　
　
×
｝
し
、
二

紹
…
縮

謡
㎝
が
あ
っ

（
　
　
6
一
た
場
合

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
・
の
例
を

はずれの杉林

晩秋を見た。

示
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
で
お
わ
か

り
の
よ
う
に
、
い
ま
ま
で
の
百
六
十
万

に
対
し
、
今
後
は
二
百
万
円
の
共
済
金

が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
建
物
の
時
価
額
八
q
％
以

上
加
入
し
て
い
れ
は
、
万
一
、
火
災
が

発
生
し
一
部
損
害
を
受
け
た
場
合
に
、

実
損
害
額
が
も
ら
え
る
し
く
み
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
付
保
割
合
（
建
物
の
時
価
額
に
対
し

共
済
加
入
金
額
の
割
合
）
が
八
O
％
以

下
で
も
、
計
算
方
式
は
同
じ
方
法
で
や

り
ま
す
か
ら
、
一
部
損
の
場
合
は
、
い

ま
ま
で
よ
り
二
五
％
多
い
共
済
金
が
受

け
取
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
全
損
の
場
合
は
、
加
入
共
済

金
額
が
限
度
で
す
か
ら
、
や
は
り
、
建

物
の
時
価
額
い
っ
ぱ
い
加
入
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
各
部
落
評
価
員
（
連

絡
員
）
か
、
直
接
、
産
業
課
農
業
共
済

係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

四
十
八
年
度

　
赤
ち
ゃ
ん
表
彰
者

○
田
口
祐
一
（
上
野
、
春
子
）
　
○
茂

野
直
也
（
藤
沢
、
信
子
）
　
○
清
水
学

（
木
島
、
信
）
　
○
田
中
洋
高
（
小
白

倉
、
ツ
ネ
子
）
　
○
清
水
靖
子
（
東
善

寺
、
利
枝
子
）
　
○
野
上
忠
輝
（
上
町

勝
代
）
　
○
今
藤
登
美
子
（
上
野
、
ハ

ル
）
　
O
藤
巻
み
つ
る
（
塩
辛
、
美
智

子
）◎
育
児
表
彰
者
・
ふ
た
ご
の
お
孫
さ

　
　
　
ん
の
養
育
に
努
力
し
た
か
た
で

　
　
　
か
っ
こ
内
は
町
内
名
と
お
孫
さ

　
　
　
ん
の
名
ま
え
で
す
。

○
星
野
サ
ヨ
（
発
電
所
通
り
、
真
紀
・

友
紀
）
　
O
清
水
ツ
ヤ
（
東
善
寺
、
貴

宏
・
靖
子
）

県
で
、
特
定
疾
患
治

療
研
究
事
業
を
実
施

　　　　　　　なめこ取り
木の間をもれるうすい日ざし、部

でなめこを採取するおばあちゃん

　
県
で
は
、
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法

が
確
立
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
難
病

の
う
ち
の
特
定
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療

が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
そ

の
医
療
費
も
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
治
療
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
医
療
の
確
立
を
図
り
、
あ
わ
せ
て

患
者
の
医
療
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
疾
患
と
対
象
患
者
は
、
ス
モ
ン

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
重
症
筋
無
力
症
、

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
多
発
性

硬
化
症
及
ぴ
再
生
不
良
性
貧
血
の
た
め

医
療
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
社

会
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の

自
己
負
担
額
の
あ
る
県
内
居
住
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
に
関
係
す
る
者
は

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
慎
重
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

　
申
請
そ
の
他
、
事
業
の
細
部
は
健
康

管
理
室
に
照
会
さ
れ
る
よ
う
申
し
添
え

ま
す
。
　
日
本
青
年
海
外
協

　
力
隊
事
務
局
か
ら

◎
赤
ち
ゃ
ん
の
名
ま
え
・
か
っ
こ
内

　
　
　
は
町
内
名
と
お
母
さ
ん
の
名
ま

　
　
　
え
で
す
。

O
田
村
容
子
（
鶴
吉
、
南
海
子
）

O
小
林
千
津
子
（
中
屋
敷
、
百
合
子
）

○
斉
喜
仁
（
室
島
、
君
子
）
　
O
高
橋

大
和
（
伊
友
、
八
重
子
）
　
O
清
水
亨

（
発
電
所
通
り
、
ノ
ブ
）
　
○
高
橋
英

利
（
伊
友
、
幸
子
）
　
　
○
数
藤
雅
也

（
沖
立
、
ミ
ョ
子
）
　
　
○
土
田
靖
雄

（
上
野
、
フ
ミ
子
）
　
○
青
木
浩
（
田

戸
、
ナ
ツ
）
　
O
小
林
昌
人
（
中
屋
敷

恵
美
子
）
　
○
高
橋
剛
（
中
仙
田
、
タ

カ
）
　
○
村
越
朋
（
野
口
、
由
喜
）

　
目
下
、
昭
和
四
十
九
年
度
第
一
次
海

外
協
力
隊
員
を
募
集
中
で
す
。

　
協
力
隊
は
、
ア
ジ
ァ
・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
東
・
中
米
・
南
太
平
洋
の
発
展
途

上
に
あ
る
国
々
に
対
し
て
、
経
済
開
発

民
生
向
上
の
た
め
に
、
技
術
・
技
能
を

身
に
つ
け
た
心
身
と
も
に
健
全
な
日
本

の
青
年
を
派
遣
し
、
各
国
の
国
づ
く
り

に
協
力
す
る
も
の
で
、
派
遣
期
間
は
二

年
間
で
す
。

　
こ
の
願
書
締
め
切
り
は
、
十
二
月
一

日
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
庁
総

務
部
県
民
広
報
課
外
事
係
へ
ご
照
会
く

だ
さ
い
。勤
労
者
住
宅
資
金

　
　
　
申
込
み
を
延
長

　
新
潟
県
勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度

に
つ
い
て
、
本
年
度
は
、
貸
付
利
率
を

年
七
・
五
％
に
引
き
下
げ
（
昨
年
度
年

八
・
木
％
）
、
五
月
一
日
か
ら
貸
し
付

け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
当
初
の
借
入
申
込
み
受
付

期
間
（
十
月
三
十
一
日
）
を
経
過
し
て

い
ま
す
が
、
な
お
、
融
資
資
金
わ
く
に

余
裕
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
勤
労
者

の
本
制
度
の
利
用
促
進
を
は
か
る
た
め

借
入
申
込
み
受
付
期
間
を
、
明
年
三
月

十
五
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

　
勤
労
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
宅
の
新
築

（
改
築
、
増
築
、
購
入
を
含
む
）
に
当

た
っ
て
、
ぜ
ひ
、
低
利
な
こ
の
制
度
を

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
．
県
商
工
労
働
部

　
　
　
　
（
前
ぺ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　
所
得
制
限
の
緩
和

　
老
齢
福
祉
年
金
の
本
人
の
場
合
、

三
十
八
万
円
が
四
十
三
万
円
に
。
母

子
・
準
母
子
福
祉
年
金
の
場
合
、
扶

養
親
族
五
人
で
百
六
十
七
万
七
百
五

十
円
が
百
九
十
万
四
千
七
百
円
に
、

配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
場
合
は
扶

養
親
族
五
人
で
二
百
五
万
八
千
六
百

二
十
五
円
が
五
百
四
十
七
万
円
ま
で

と
な
り
、
四
十
八
年
五
月
か
ら
対
象

と
し
ま
す
。

　
併
給
制
限
の
緩
和

　
六
万
円
が
十
万
円
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。

　
戦
争
公
務
に
よ
る
扶
助
料
、
遺
族

年
金
、
増
加
恩
給
と
の
併
給
は
、
こ

れ
ま
で
中
尉
以
下
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
ん
ど
の
改
正
で
、
大
尉
以

下
は
福
祉
年
金
が
全
額
支
給
に
な
り

ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
は

　
父
が
障
害
者
、
ま
た
は
父
が
い
な

い
児
童
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る

児
童
扶
養
手
当
は
、
十
月
分
か
ら
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
額
は
、
月
四
千
三
百
円
が
六
千
五

百
円
に
。
公
的
年
金
と
の
併
給
制
限

の
う
ち
、
受
給
者
が
老
齢
、
障
害
各

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
の
制

限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
二
十
歳
未
満
の
児
童
が
重
度
の
障

害
者
で
あ
る
と
き
支
給
さ
れ
る
特
別

児
童
扶
養
手
当
が
、
十
月
分
か
ら
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
当
の
額
は
、
月
四
千
三
百
円
が

六
千
五
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
給
者
が
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
に
よ
る
併
給
制
限
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
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閣
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聰
ー
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、
ー
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、
亀
亀
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、
、
亀
口
、
、
、
、
、
閣
ー
、
、
、
、
、
瞳
ー
、
、
、
、
、
亀
ー
、
、
、
、
、
聰
亀
、
、
、
、
、
』
硝
鞠
、
、
、
、
、
陰
ー
、
、
、
、
、
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隔
、
、
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、
、
1
唾
、
、
、
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、
亀
馳
、
、
、
、
、
ー
ー
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唾
瞳
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亀
亀
、
、
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、
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鳥
電
、
、
A
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　ふるさとの心、忘れられがちな先人の姿、なりわ
いを集めた〔川西町民俗資料館〕が旧農業センター
（上野）を利用して設置されることになり、さる3
日から一般公開をしています。集められた資料は、
いずれも、この広報紙を通じてお知らせずみのものo
ぜひ、立ち寄って昔をたずねてみてください。

幽
、
雛

　
　
　
　
　
撚

響
囲
灘

　
　
　
　
聾
㎜
灘
㎜

　
　
　
覇
霧

　
　
縣

　　　　　　　灘　　　　鮒蕪謬蟻
梅
淋

顯

灘
㎜
聾

～
、

暑
畷
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F
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電
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、
、
、
、
口
亀
、
、
、
、
、
口
鶏
、
、
、
、
、
嗣
1
、
、
、
、
、
亀
ー
、
、
、
、
、
ー
亀
、
、
、
、
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う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

星藤高関内石須
名巻橋口山澤藤

亜照哲一浩裕
紀子也成樹子建

一一順宣慶良
正弘興一一平修

二
舅
仁
田

二
女
発
電
所
通

長
男
新
町
新
田

長
男
山
野
田

三
舅
高
倉

二
女
新
町
新
田

長
女
伊
友

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

押藤押押
木田木木

君武繁知
代祐人枝

高
橋
ヱ
ミ
子

中
村
敬
人

村
越
　
節

野坪赤岩根岩岩

口山谷瀬深瀬瀬

五三三三三
九七七二〇七五

小
川
房
吉
　
岩
瀬
　
七
〇

平
野
　
要
作
　
　
四
郎
兼
　
　
七
九

齋
藤
卯
之
治
郎
上
　
野
　
八
一

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

◎r◎◎r◎◎r◎σ◎σ◎σ◎σ◎◎∩◎◎n◎σ◎σ◎σ◎σ◎6◎σ◎σ◎◎r◎◎n◎
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
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板小田羽樋渡高和武半鈴丸星藤籐羽野茂稲須池高丸上村茂名米徳保井北丸佐福藤
羽林中鳥口貫橋久田田木山名巻木鳥澤野垣藤田橋山村山野垣山永坂川村山藤原田

　三　か井美　　誠由八　 よ加富百瀬學動昭享勝蝋㌫霧乞酵講悟季諄群實鯉蝶攣韓鶉
根
深

原
　
田
か
ら

発
電
所
通

＋
日
町
か
ら

東
善
寺

田
中

＋
日
町
か
ら

室
島
山
形
か
ら

室
島

松
之
山
か
ら

元
町

＋
日
町
か
ら

赤
谷

＋
日
町
か
ら

仁
田

静
岡
か
ら

高
原
田

野
　
口
か
ら

伊
友

＋
日
町
か
ら

仁
田
伊
友
か
ら

原
田
茨
城
か
ら

室
島
新
潟
か
ら

木
落

四
郎
兼
か
ら

新
町
新
田

中
里
か
ら

木
落
木
落
か
ら

中
仙
田

高
柳
か
ら

納
税
メ
モ

　
今
月
は

一
　
固
定
資
産
税

　
　
　
第
四
期
分
の
納
期
で
す
。

㎜
　
家
屋
調
査
等
で
お
う
か
が
い
す

ぢ
際
、
よ
く
ご
質
問
を
受
け
る
不

㎜
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み

…
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
免
税
点
で
す
が
、
建
築
に

係
る
も
の
二
十
三
万
円
未
満
、
そ

の
他
の
も
の
十
二
万
円
未
満
で
、

い
ず
れ
も
］
戸
当
た
り
。
次
に
基

礎
控
除
は
、
住
宅
を
建
築
し
た
場

r
合
、
課
税
標
準
額
か
ら
二
百
三
十

一
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
」

税
率
は
百
分
の
三
、
納
期
に
つ
い

て
は
〃
納
税
通
知
書
〃
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

艦
　
　
　
　
　
か
わ
渉

　
　
　
　
　
’
曜
壇

羅
鮪
白
諭
轄

残
り
た
る
劃
け
稲
に
雨
し
っ
と
り
と

工
事
場
の
大
き
な
焚
火
霜
日
和

孤
雁
…
一
声
刈
田
は
雨
に
暮
れ
ん
と
す

菊
咲
い
た
家
に
客
あ
り
文
化
の
日

　
　
　
　
　
千
手
小
海
島
影

板
添
え
て
縄
ぐ
る
ぐ
る
と
冬
囲

ぷ
ど
う
棚
解
き
蔓
を
巻
き
冬
囲

白
菜
も
野
沢
菜
も
ま
た
取
終
え
し

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

駅
を
出
て
仕
舞
バ
ス
待
つ
夜
の
寒
し

素
直
な
る
風
に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
を
り

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

開
拓
の
土
の
香
む
せ
る
野
分
か
な

　
　
　
　
　
上
野
M
　
　
　
子

白
菊
に
つ
け
放
し
な
る
花
屋
の
灯




